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【令和２年 からオンラインによるマッチングサイトを開設】
・国産野菜の生産者と実需者のマッチング支援
・新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止

対面からオンライン開催へ
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■国産の加工・業務用野菜をとりまく背景

高齢化、核家族化、女性の社会進出で進展してきた調理の簡便化、食
の多様化、外部化など

野菜流通における卸売市場経由率の低下

加工・業務用向け野菜における輸入比率の上昇

若手生産者や新興産地における機械化一貫体系の導入による省力化

農業生産者数の急激な減少

気象変動・地球温暖化為替変動
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登録者数 ９５２者
（令和６年８月現在）
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■ ベジマチ利用者の声

令和６年１月～８月の商談成立品目（件数）
トマト・ミニトマト、にんじん（各４件）

なす、ねぎ、ほうれんそう、パプリカ、かんしょ（各３）
たまねぎ、オクラ、きゅうり、ズッキーニ、（各２）

レスポンスが早く
スムーズな取引ができた

気候変動で契約産地からの
入荷が止まったが

急遽、産地を発掘できた

高級スーパーマーケットで
取り扱ってもらえることに

なった

小ロットから取引
をスタートできた



6



7



8



お問い合わせ先
独立行政法人農畜産業振興機構

【野菜ブック】
野菜業務部 管理課
電話：03-3583-9449

【べジマチ＆べジ探】
野菜振興部 需給業務課
電話：03-3583-9482
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